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　添加材の選定（中央JCT　Aランプ及びHランプ）の例

□中央ランプシールドの場合

○事前配合試験を行う対象断面

・既往の土質調査から、塑性流動性の確保が最も厳しいと想定される箇所を試験対象断面とする。
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A ランプシールド

の想定断面 

H ランプシールド

の想定断面 既往の土質調査から、塑性流動性が最も厳しいと

想定される箇所を試験対象断面とする 

細粒分 4% 

均等係数 10 

既往の土質調査から、塑性流動性の確保が最も
厳しいと想定される箇所を試験対象断面とする

細粒分   4%

均等係数 10
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□選定したＨ30-1の断面を以下に示す。

○試験対象土の設定
　・タイプA：試験対象断面の掘削断面の粒度組成を想定した模擬土（１種類）
　・タイプB：塑性流動性の確保が最も厳しいと想定される土層が全断面に出現した場合の
　　　　　　　模擬土（１種類）

既存ボーリング（Ｈ30-1）模擬土タイプA 既存ボーリング（Ｈ30-1）模擬土タイプB
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中央JCT北側Ａランプシールド工事およびＨランプシールド工事（共通）　添加材選定試験結果
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※Ａランプ及びＨランプは同一
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　【参考】各工事使用起泡剤

工事名 本線ＴＮ（南行）大泉南工事 本線ＴＮ（北行）大泉南工事 中央ＪＣＴ北側ＡＨランプシールド工事

製品名
エコムースＨ

（標準・高濃度）
ＴＡＳフォーム

（標準・高濃度）
エコムース（標準） TSフォーム（高濃度）

外観
（発泡後）

主成分
ﾎﾟﾘｵｷｼｱﾙｷﾚﾝｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ

硫酸塩
ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙ塩

ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝ(3)ﾗｳﾘﾙｴｰﾃﾙ
硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ硫酸ｴｽﾃﾙ塩

比重 1.018　（20℃） 0.98～1.02（25℃） 1.056　（20℃） 0.98～1.02（25℃）

ｐＨ 5～8（原液） 6～8（1％液） 6.5～7.5（原液） 6～8（1％液）

粘度 39 mPa・s（20℃） 30 mPa・s（25℃） 430mPa・s（20℃） 30 mPa・s（25℃）

特徴

・従来品より気泡の泡膜が硬
い

・粘性土から礫質土まで幅広
い地盤に対応可能
・生分解性に優れる

・従来品より高発泡で微細な
気泡

・粘性土から礫質土まで幅広
い地盤に対応可能
・帯水層、高水圧層にも適用
・良分解性

・使用量（使用濃度）が少ない
ため、経済性に優れる。

・原液、施工時の水生環境負
荷に優れる。
・生分解性に優れる

・従来品より高発泡で微細な
気泡

・粘性土から礫質土まで幅広
い地盤に対応可能
・帯水層、高水圧層にも適用
・良分解性

配合例

※H21-30Tong層タイプB 
    

※H21-30Tong層タイプB ※H30-1Tons層タイプB　

　
　

標準 高濃度

濃度（％） 1.0 5.0

発泡倍率
（倍）

10 20

注入率（％） 10 10

標準 高濃度

濃度（％） 2.0 5.0

発泡倍率
（倍）

15 20

注入率（％） 10 20

標準 高濃度

濃度（％） 0.6 5.0

発泡倍率
（倍）

8 20

注入率（％） 15 15


